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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の基板間に液晶層を挟持してなる液晶パネルと、
　当該液晶パネルの両側面に配置され、透過軸が互いに垂直な２つの偏光板と
を備え、
　前記基板のうちの一方の基板における前記液晶層側に共通電極と画素電極とを絶縁状態
で配置してなる表示装置において、
　前記２つの偏光板の各々は、その透過軸が表示画面の外周辺に対して斜めになるように
配置され、
　前記画素電極は、その外形形状内で該外形形状の長辺と平行に細長く延設された複数の
電極部を有し、
　前記細長く延設された各電極部は、一方の前記偏光板の透過軸に対し、前記液晶層を構
成する液晶分子の回転方向が一方向に規定される角度を保って、前記表示画面の外周辺に
対して斜めに配置されている、
　表示装置。
【請求項２】
　請求項１記載の表示装置において、
　前記角度は、前記一方の偏光板の透過軸に対して＋５°程度または－５°程度の角度で
ある、
　表示装置。
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【請求項３】
　請求項１または２記載の表示装置において、
　前記一方の偏光板の透過軸は、前記表示画面の外周辺に対して５°以上の角度で斜めに
傾いている、
　表示装置。
【請求項４】
　請求項１から３の何れか一項に記載の表示装置において、
　前記液晶層に対して電圧無印加の状態では、当該液晶層の液晶分子が、前記一方の偏光
板の透過軸と平行に配向している、
　表示装置。
【請求項５】
　請求項１から３の何れか一項に記載の表示装置において、
　前記画素電極は、前記共通電極の前記液晶層側に絶縁膜を介して積層されている、
　表示装置。
【請求項６】
　請求項１から３の何れか一項に記載の表示装置において、
　前記共通電極は、前記画素電極と同一層に配置され、当該画素電極の電極部間に当該電
極部と平行に延設配置された共通電極部を有する、
　表示装置。
【請求項７】
　請求項５または６記載の表示装置において、
　前記２つの偏光板は、
　　表示光の取出側に設けられた偏光板と、
　　前記取出側の偏光板との間に前記液晶パネルを挟持する状態で、前記取出側の偏光板
に対してクロスニコルに配置された入射側の偏光板と、
からなる、
　表示装置。
【請求項８】
　請求項５または６記載の表示装置において、
　前記画素電極が設けられた前記基板上には、当該画素電極に接続されたスイッチング素
子と共に当該スイッチング素子を駆動する走査線および信号線が配線されており、
　前記信号線または走査線のうちの少なくとも一方が前記画素電極の外形形状に沿って配
線されている、
　表示装置。
【請求項９】
　請求項５または６記載の表示装置において、
　前記液晶パネルの一方の面に、視野角特性を改善するためのλ／２の位相差層が設けら
れている、
　表示装置。
【請求項１０】
　液晶表示部を有する電子機器であって、
　前記液晶表示部は、
　　一対の基板間に液晶層を挟持してなる液晶パネルと、
　　当該液晶パネルの両側面に配置され、透過軸が互いに垂直な２つの偏光板と
を備え、
　前記液晶表示部において、
　　前記基板のうちの一方の基板における前記液晶層側に共通電極と画素電極とが絶縁状
態で配置され、
　　前記２つの偏光板の各々は、その透過軸が表示画面の外周辺に対して斜めになるよう
に配置され、
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　　前記画素電極は、その外形形状内で該外形形状の長辺と平行に細長く延設された複数
の電極部を有し、
　　前記細長く延設された各電極部は、一方の前記偏光板の透過軸に対し、前記液晶層を
構成する液晶分子の回転方向が一方向に規定される角度を保って、前記表示画面の外周辺
に対して斜めに配置されている、
　電子機器。
                                                                              
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置および電子機器に関し、特には、横電界モードで液晶分子を駆動す
る表示装置および電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　横電界モードの液晶表示装置は、広視野角、高コントラストを実現する液晶モードとし
て注目されている。図１３には、横電界モードの一つであるフリンジフィールドスイッチ
ング（Fringe field switching（ＦＦＳ））モードの液晶表示装置の動作を説明するため
の模式図を示す。図中においては光学軸を矢印で示している。
【０００３】
　この図に示すように、ＦＦＳモードの液晶表示装置においては、ここでの図示を省略し
た駆動基板上に共通電極２０１が設けられ、この共通電極２０１上に絶縁膜を介して櫛歯
状に画素電極２０２の電極部２０２ａがパターン形成され、この画素電極２０２を覆う状
態で配向膜２０３が設けられている。そして、駆動基板側の配向膜２０３と、対向基板（
図示省略）の配向膜２０４形成面との間に、液晶層２０５が挟持されている。また、各基
板を挟んでクロスニコルの状態で配置された２枚の偏光板２０６，２０７を備えている。
ここで、２枚の配向膜２０３，２０４のラビング方向は、２枚の偏光板２０６，２０７の
一方の透過軸と一致させている。図面においては出射側の偏光板２０７と一致させた場合
を図示した。さらに、２枚の配向膜２０３，２０４のラビング方向および偏光板２０６，
２０７の一方（ここでは偏光板２０７）の透過軸は、液晶分子ｍが回転する方向が規定さ
れる範囲で、画素電極の電極部２０２の延設方向と略平行に設定されている。
【０００４】
　これにより、共通電極２０１－画素電極２０２間に電圧を印加していない状態では、液
晶層２０５を構成する液晶分子ｍの軸が入射側の偏光板２０６の透過軸と垂直に、出射側
の偏光板２０７の透過軸と平行に一致した状態となり、入射側の偏光板２０６から入射し
た光ｈは、液晶層２０５において位相差を生じることなく出射側の偏光板２０７に達し、
ここで吸収された黒表示となる。一方、共通電極２０１－画素電極２０２間に電圧を印加
した状態では、液晶分子ｍの配向方向が画素電極２０２間に生じる横電界により、画素電
極２０２の延設方向に対して斜め方向に回転する。この際、液晶層２０５の厚み方向中央
部の液晶分子ｍが約４５°回転するように、白表示時の電界強度を最適化する。これによ
り、入射側の偏光板２０６から入射した光ｈが、液晶層２０５を通過することにより９０
°回転した直線偏光となり、出射側の偏光板２０７を透過して白表示となる。
【０００５】
　このようなＦＦＳモードの液晶表示装置においては、図１４に示すように、駆動基板２
１１における矩形の表示画面の外周辺に沿った行列状に、複数の走査線２１３と信号線２
１５とが配線され、これらの各交差部に画素電極２０２が設けられている。各画素電極２
０２は、走査線２０３と信号線２０５とで区画された略矩形状の画素領域ａ内に、略矩形
の外形形状を有して設けられている。これらの画素電極２０２は、外形形状の矩形の長辺
と平行に延設された複数の電極部２０２ａを有する、いわゆる櫛歯状にパターニングされ
ている（例えば下記特許文献１参照）。
【０００６】
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　また画素電極の構成の他の例としては、図１５に示すように、表示画面の外周辺に沿っ
て配線された走査線２１３と信号線２１５とで区画された略矩形状の画素領域ａ内に、略
矩形の外形形状を有して画素電極２０２が設けられ、この外形形状に対して斜めに複数の
電極部２０２ａを延設させる構成も提案されている（例えば下記特許文献２参照）。
【０００７】
　そして、図１４、図１５の何れの構成であっても、その光学構成は図１３を用いて説明
したと同様である。すなわち、画素電極２０２（櫛歯状の電極部２０２ａ）に対して、２
枚の配向膜２０３，２０４のラビング方向、および偏光板２０６，２０７の一方（図面に
おいては偏光板２０７）の透過軸が略平行に設定されているのである。
【０００８】
【特許文献１】特許第３７４２８３７号公報
【特許文献２】米国特許ＵＳ７１４５６２１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　ところで、上述したような液晶表示装置を表示部に用いたモバイル機器の使用にあたっ
ては、偏向サングラスを掛けた状態で表示部を見る場合がある。この場合、図１６に示す
ように通常、水平方向に設定されるは偏向サングラス３００の透過軸（矢印）と、表示部
における出射側の偏光板の透過軸とが直交した方向になると、表示が見えなくなると言う
大きな問題があった。
【００１０】
　例えば、図１４に示した構成の表示装置においては、駆動基板２１１における表示画面
の外周辺と平行に櫛歯状の電極部２０１ａが延設され、これに対して、配向膜１０３，１
０４のラビング方向および出射側の偏光板１０７の透過軸が略平行に設定されている。こ
のため、偏向サングラスの透過軸に対して出射側の偏光板７の透過軸が略垂直となり、上
述した偏向サングラスとのミスマッチによる問題が発生する。また、偏光板２０６，２０
７の透過軸が９０°回転している構成であっても、近年のランドスケープ型のモバイル機
器において表示部を９０°回転させた場合には、上述と同様に出射側の偏光板２０７の透
過軸が垂直となるため、同様の問題が発生する。
【００１１】
　以上のような問題発生を防止するため、図１４に示した構成の表示装置において、配向
膜２０３，２０４のラビング方向および偏光板２０６，２０７の透過軸を、櫛歯状の電極
部２０２ａに対して（すなわち表示画面の外周辺に対して）斜めにずらすことも考えられ
る。しかしながら、このような構成とした場合、表示装置そのものの透過率が低下する。
図１７には、櫛歯状の電極部２０２ａに対して、配向膜のラビング方向および偏光板の透
過軸を回転させて斜めにずらした場合の回転角度に対する透過率を示す。このグラフに示
すように、櫛歯状の電極部２０２ａに対して配向膜のラビング方向および偏光板の透過軸
が大きな回転角度でずれるほど、白表示における光透過率が低下することが分かる。これ
は、横電界の印加による液晶分子の最大回転角が、最も透過率が得られる４５°よりも小
さくなるためである。
【００１２】
　一方、図１５に示した構成の表示装置においては、表示画面の外周辺に対して斜めに櫛
歯状の電極部２０２ａが延設されており、これと略平行に配向膜２０３，２０４のラビン
グ方向および出射側の偏光板２０７の透過軸が設定されている。このため、出射側の偏光
板２０７の透過軸は、もともと表示画面の外周辺に対して斜めであり、上述した偏向サン
グラスを用いた場合の問題が発生し難い。しかしながら、このような構成の表示装置では
、画素電極２０２の外周辺（特に長辺）に沿って、２本の電極部２０２ａが平行とならな
い領域Ａが発生する。このような領域Ａは、電極間に電圧を印加しても、液晶分子を電極
部２０２ａに対して垂直方向に充分に回転させることができない配向不良領域となり、透
過率を低減させる要因となっている。
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【００１３】
　そこで本発明は、透過率を低下させることなく表示画面の外周辺に対して斜め方向に出
射側の偏光板の透過軸を設定することが可能で、これにより明るい表示が可能でありなが
らも偏向サングラスとのミスマッチが発生することのない表示装置を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　このような目的を達成するための本発明は、一対の基板間に液晶層を挟持してなる液晶
パネルと、当該液晶パネルの両側面に配置され、透過軸が互いに垂直な２つの偏光板とを
備え、前記基板のうちの一方の基板における前記液晶層側に共通電極と画素電極とを絶縁
状態で配置してなる表示装置において、前記２つの偏光板の各々は、その透過軸が表示画
面の外周辺に対して斜めになるように配置され、前記画素電極は、その外形形状内で該外
形形状の長辺と平行に細長く延設された複数の電極部を有し、前記細長く延設された各電
極部は、一方の前記偏光板の透過軸に対し、前記液晶層を構成する液晶分子の回転方向が
一方向に規定される角度を保って、前記表示画面の外周辺に対して斜めに配置されている
。
　画素電極は、例えば、四角形の外形形状、屈曲部を有することで六角形の外形形状の何
れでもよい。
【００１５】
　このような構成の表示装置では、表示画面の外周辺に対して斜めに配置された偏光板の
透過軸に対して、画素電極の外形形状の長辺と、該画素電極内の複数の電極部が、液晶層
を構成する液晶分子の回転方向が一方向に規定される角度を保って、前記表示画面の外周
辺に対して斜めに配置されている。このため、横電界の印加による液晶分子の回転角度が
充分に大きく保った状態で、透過率の高い表示が行われる。
　また、画素電極は、その外形形状の長辺と平行に複数の電極部を有していることから、
２本の電極部が平行とならない領域、すなわち横電界によって液晶分子が充分に回転しな
い配向不良領域が、外形形状の長辺に沿って形成されることもなく、液晶分子の配向不良
による透過率の低下も防止される。
【発明の効果】
【００１６】
　以上説明したように本発明の表示装置によれば、透過率を低下させることなく表示画面
の外周辺に対して斜め方向に出射側の偏光板の透過軸を設定することが可能であり、これ
により明るい表示が可能でありながらも偏向サングラスとのミスマッチの発生を防止する
ことが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００１８】
＜第１実施形態＞
　図１は第１実施形態の表示装置の構成を説明する模式図である。図中においては光学軸
を矢印で示している。
【００１９】
　この図に示す表示装置１ａは、ＦＦＳモードの液晶表示装置であり、駆動基板３上には
、表示画面の外周辺に沿った行列状に複数の走査線５および信号線７が配線されている。
そして、これらの走査線５および信号線７の各交差部に、後で説明するように本第１実施
形態で特徴的な形状の画素電極９が設けられている。各画素電極９は、櫛歯状にパターニ
ングされており、スイッチング用のトランジスタＴｒを介して走査線５および信号線７に
接続されている。
【００２０】
　またここでの図示は省略したが、駆動基板３上には、各画素に共通の共通電極が設けら
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れており、この共通電極上に絶縁膜を（図示省略）介して画素電極９が積層配置されてい
る。この共通電極は、例えば、走査線５と同一層において走査線５と平行に設けられた共
通配線１１に接続されていることとする。また、共通電極１１は、画素電極９よりも下層
であって、走査線５および信号線７とは異なる層であれば、全面にベタ膜状に設けられて
も良い。この場合、共通配線１１を設ける必要はない。
【００２１】
　このような駆動基板３上には、画素電極９を覆う状態で配向膜１３が設けられている。
そして、駆動基板３側の配向膜１３と、ここでの図示を省略した対向基板（図示省略）の
配向膜１５形成面との間に、液晶層（図示省略）を挟持して液晶パネル１７が構成されて
いる。液晶層は、正または負の誘電異方性を有する液晶分子で構成されていることとする
。またこれらの配向膜１３，１５は、配向処理方向（例えばラビング方向）が、表示画面
の外周辺に対して斜め（回転角度で５°以上）になるように設けられている。
【００２２】
　尚、図面における駆動基板３および配向膜１３，１５の矩形の外形形状が、表示画面の
外周形状に対応していることとする。ここでは、例えば表示画面の垂直方向ｘに対して右
回りに３０°の角度で反平行となるように、配向膜１３，１５の配向方向が設定されてい
ることとする。
【００２３】
　そして、駆動基板３と対向基板との間の配向膜１３，１５間に液晶層を挟持してなる液
晶パネル１７の両側面に、２枚の偏光板２１，２３がクロスニコルに配置されている。こ
れらの偏光板２１，２３は、そのうちの一方の透過軸を配向膜１３，１５の配向方向と一
致させるように設けられていることとする。図面においては、出射側（表示側）の偏光板
２３の透過軸を配向膜１３，１５の配向方向と一致させた状態を示している。これにより
、出射側の偏光板２３が、表示画面の垂直方向ｘに対して右回りに３０°の角度で斜めに
設定され、入射側の偏光板２３が表示画面の水平方向ｙに対して左回りに３０°の角度で
斜めとなるように設定された状態となっている。
【００２４】
　次に、以上のように配向膜１３，１５および偏光板２１，２３の光学軸が設定された構
成の表示装置１ａに設けられる画素電極９の構成を説明する。
【００２５】
　画素電極９は、いわゆる櫛歯状の画素電極であり、略平行四辺形の外形形状にパターニ
ングされている。これらの画素電極９の外形形状を構成する２つの長辺は、配向膜１３，
１５の配向方向および偏光板２３の透過軸に対して略平行をなしている。またさらに、画
素電極９の櫛歯状を構成する複数の電極部９が、偏光板２３の透過軸および配向膜１３，
１５の配向方向に対して略平行に延設されているところが特徴的である。これにより、画
素電極９の外形形状の長辺および電極部９ａの延設方向は、表示装置１ａにおける表示画
面の表示画面の垂直方向に対して右回りに略３０°の角度で斜めに設定されていることに
なる。
【００２６】
　尚、画素電極９の外形形状の長辺および電極部９ａの延設方向は、液晶層を構成する液
晶分子ｍが回転する方向が一方向に規定される範囲の角度を保って、配向膜１３，１５の
配向方向および偏光板２３の透過軸に対して略平行であることとする。このため、例えば
、配向膜１３，１５の配向方向に対してさらに±５°程度の角度を保った略平行となるよ
うに、画素電極９の外形形状の長辺および電極部９ａの延設方向が設定されていることと
する。
【００２７】
　以上のような構成の画素電極９は、先に述べたように表示画面の外周辺に沿って行列状
に配線された複数の走査線５および信号線７の各交差部に設けられている。そしてここで
は、走査線５の延方向に画素電極９の短辺方向を一致させ、さらに信号線７の延設方向に
画素電極９の長辺方向を一致させた状態で、表示装置１ａの表示画面に画素電極９が配列
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されていることとする。
【００２８】
　ただし、画素電極９の外形形状の長辺は、表示装置１ａにおける表示画面の垂直方向ｘ
に対して右回りに略３０°の角度で斜めに設定されている。このため、信号線７を表示画
素内に配置したくない場合には、図示したように信号線７を画素電極９の外形形状に沿っ
て屈曲させた形状として配線することが好ましい。
【００２９】
　以上のような構成の表示装置１ａは、櫛歯状の画素電極９の電極部９ａに対して略平行
な配向方向の配向膜１３－１５間に液晶層を挟持してなる液晶パネル１７を備え、この液
晶パネル１７を挟んだ両側に、配向膜１３，１５の配向方向に対して透過軸を垂直または
平行に保ったクロスニコルに２枚の偏光板２１，２３が配置されている。
【００３０】
　このため、この表示装置１ａの動作は、図１３を用いて説明した一般的なＦＦＳモード
の液晶表示装置の動作と同様である。すなわち、画素電極９－共通電極間に電圧を印加し
ていない状態では、液晶層を構成する液晶分子の軸が入射側の偏光板２１の透過軸と垂直
、出射側の偏光板２３の透過軸と平行に配向する。このため、入射側の偏光板２１から入
射した光は、液晶層において位相差を生じることなく出射側の偏光板２３に達し、ここで
吸収されて黒表示となる。
【００３１】
　一方、画素電極９－共通電極間に電圧を印加した状態では、液晶分子の配向方向が画素
電極９の電極部９ａ間に生じる横電界により、電極部９ａの延設方向に対して斜め方向に
回転する。尚、この際、液晶層２０５の厚み方向中央部の液晶分子ｍが約４５°回転する
ように、液晶層のギャップが調整されていることは、従来と同様である。これにより、入
射側の偏光板２１から入射した光が、液晶層を通過することにより９０°回転した直線偏
光となり、出射側の偏光板を透過して白表示となる。
【００３２】
　そして特に、本第１実施形態の表示装置１ａにおいては、表示画面の外周辺に対して斜
めに配置された偏光板２３の透過軸および配向膜１３，１５の配向方向に対して、画素電
極９の外形形状の長辺が略平行（または略垂直）を成すように構成され、さらにこの外形
形状の長辺と平行に複数の電極部９ａを有して画素電極９が構成されている。このため、
電極部９ａ間への横電界の印加による液晶分子の回転角度が充分に大きく保たれた、透過
率の高い表示が行われる。そして、画素電極９は、その外形形状の長辺と平行に複数の電
極部９ａを有していることから、２本の電極部９ａが平行とならない領域、すなわち横電
界によって液晶分子が充分に回転しない配向不良領域が、画素電極９の外形形状の長辺に
沿って形成されることもない。したがって、液晶分子の配向不良による透過率の低下を防
止することができる。
【００３３】
　この結果、第１実施形態の表示装置１ａによれば、上述したように透過率を維持した明
るい表示が可能でありながらも、表示画面に対して出射側の偏光板２３の透過軸を斜めに
設定した構成が実現され、配置偏向サングラスとのミスマッチの発生を防止することが可
能である。
【００３４】
＜第２実施形態＞
　図２は、第２実施形態の表示装置の構成を説明する模式図である。尚、図２においては
駆動基板３の構成を１画素分だけ示した。また図中においては光学軸を矢印で示している
。
【００３５】
　この図に示す第２実施形態の表示装置１ｂが上述した第１実施形態の表示装置１ａと異
なるところは、偏光板２１－２３間に位相差層２５を追加したところにあり、その他の構
成は第１実施形態と同様である。
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【００３６】
　すなわち追加された位相差層２５は、視野角特性を改善するためのものであり、液晶パ
ネル１７の一方の面に配置されていることとする。ここでは、液晶パネル１７と入射側の
偏光板２１との間に位相差層２５を追加することとする。尚、液晶パネル１７の外面がカ
バー層で覆われている場合には、このカバー層よりも内側であっても良い。
【００３７】
　この位相差層２５は、視野角特性を改善するためのものであるため、表示光に対してλ
／２の位相差を備えていることとし、位相差２００ｎｍ～３３０ｎｍの範囲で有ることが
好ましい。またこの位相差層２５は、図３に示すように、平面方向の屈折率をｎｘ，ｎｙ
とし、膜厚方向の屈折率をｎｚとした場合に（ｎｘ－ｎｚ）／（ｎｘ－ｎｙ）で表される
Ｎｚ係数が、０．３～０．７程度であることが好ましい。
【００３８】
　以上のような位相差層２５は、その遅相軸を、配向膜１３，１５の配向方向と一致させ
て設けられることが重要である。
【００３９】
　以上のような位相差層２５を追加した表示装置１ｂでは、上述した第１実施形態の効果
と共に、表示画面の垂直方向および水平方向に対して視野角特性を広げることが可能にな
る。
【００４０】
　尚、本第２実施形態は、以降の実施形態とも同様に組み合わせることが可能であり、同
様の効果を得ることができる。
【００４１】
＜第３実施形態＞
　図４は第３実施形態の表示装置の構成を説明する模式図である。図中においては光学軸
を矢印で示している。
【００４２】
　この図に示す第３実施形態の表示装置１ｃは、マルチドメイン構成の表示装置である。
この表示装置１ｃが、上述した第１実施形態の表示装置１ａと異なるところは、画素電極
９’の形状にあり、その他の構成は同様である。
【００４３】
　すなわち、画素電極９’は、第１実施形態と同様の櫛歯状の画素電極であるが、配向膜
１３，１５の配向方向および偏光板２３の透過軸と略平行な長辺を、略中央部で屈曲させ
た外形形状で構成されている。そして、この長辺と平行に設けられた電極部９ａ’も、延
設方向の略中央部で屈曲した形状となっている。
【００４４】
　ここで、図５に示すように、画素電極９’の長辺は、表示画面の垂直方向ｘに対して第
１の角度θ１を成す部分と第２の角度θ２を成す部分とで構成される。これらの角度θ１
，θ２は、液晶層を構成する液晶分子がそれぞれの角度部分において、それぞれ同一方向
に回転する範囲の角度を保って、配向膜１３，１５の配向方向および偏光板２３の透過軸
に対して略平行であることとする。そして、これらの角度θ１とθ２の平均の角度が、第
１実施形態における画素電極の長辺の配置角度と同様であれば良く、この平均角度が配向
膜１３，１５の配向方向に対してさらに±５°程度の角度を保った略平行となるように、
画素電極９の外形形状の長辺および電極部９ａの延設方向が設定されていることとする。
【００４５】
　以上のような構成の表示装置１ｃでは、第１実施形態と同様の効果を、マルチドメイン
構成の表示装置において得ることが可能になる。
【００４６】
＜第４実施形態＞
　図６は第４実施形態の表示装置の構成を説明する模式図である。図中においては光学軸
を矢印で示している。
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【００４７】
　この図に示す第４実施形態の表示装置１ｄは、ＩＰＳモードの表示装置である。この表
示装置１ｄが、上述した第１実施形態の表示装置１ａまたは第２実施形態の表示装置１ｂ
と異なるところは、櫛歯状の画素電極９と同一層に共通電極２９が設けられているところ
にあり、その他の構成は同様である。
【００４８】
　すなわち、共通電極２９は、櫛歯状の画素電極９における各電極部９ａ間に配置された
櫛歯状の共通電極部２９ａを備えた構成となっている。各共通電極部２９ａは、画素電極
９の電極部９ａと平行に配置されており、共通電極部２９ａ－電極部９ａ間に横電界を発
生させる構成となっている。
【００４９】
　このようなＩＰＳモードの表示装置１ｄであっても、第１実施形態と同様の効果を得る
ことができる。
【００５０】
＜第５実施形態＞
　図７は第５実施形態の表示装置の構成を説明する模式図である。図中においては光学軸
を矢印で示している。
【００５１】
　この図に示す第５実施形態の表示装置１ｅは、第１実施形態の表示装置の変形例であり
、信号線７が表示画面の外周辺に沿って直線的に配置されている。例えば、信号線７を構
成する材料としてＩＴＯ（indium tin oxide)に代表されるような透明導電性材料が用い
られている場合、信号線７’の表示への影響が少ない。このため、本第５実施形態で示す
ように、画素電極９と重なるように信号線７’を直線的に配線しても良い。
【００５２】
　これにより、上述した第１実施形態の効果に加えて、信号線７’自体の配線距離が短縮
され、表示装置の駆動速度を維持することができる。
【００５３】
　尚、本第５実施形態は、上述した第２実施形態～第４実施形態に対して同様に組み合わ
せても良く、同様の効果を得ることが可能である。
【００５４】
　また、上述した第１～第５実施形態においては、走査線５の延方向に画素電極９の短辺
方向を一致させ、さらに信号線７の延設方向に画素電極９の長辺方向を一致させた構成を
例示した。しかしながら、これとは逆に、走査線５の延設方向に画素電極９の長辺方向を
一致させ、信号線７の延設方向に画素電極９の短辺方向を一致させた構成への適用も可能
である。この場合、上述した信号線と走査線とを入れ替えれば良い。ただし、信号線およ
び走査線と、画素電極９やトランジスタＴｒとの接続状態は同様に維持する。このような
構成であっても、同様の効果を得ることが可能である。
【００５５】
＜適用例＞
　以上説明した本発明に係る表示装置は、図８～図１２に示す様々な電子機器、例えば、
デジタルカメラ、ノート型パーソナルコンピュータ、携帯電話等の携帯端末装置、ビデオ
カメラなど、電子機器に入力された映像信号、若しくは、電子機器内で生成した映像信号
を、画像若しくは映像として表示するあらゆる分野の電子機器の表示装置に適用すること
が可能である。以下に、本発明が適用される電子機器の一例について説明する。
【００５６】
　図８は、本発明が適用されるテレビを示す斜視図である。本適用例に係るテレビは、フ
ロントパネル１０２やフィルターガラス１０３等から構成される映像表示画面部１０１を
含み、その映像表示画面部１０１として本発明に係る表示装置を用いることにより作成さ
れる。
【００５７】
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　図９は、本発明が適用されるデジタルカメラを示す図であり、（Ａ）は表側から見た斜
視図、（Ｂ）は裏側から見た斜視図である。本適用例に係るデジタルカメラは、フラッシ
ュ用の発光部１１１、表示部１１２、メニュースイッチ１１３、シャッターボタン１１４
等を含み、その表示部１１２として本発明に係る表示装置を用いることにより作製される
。
【００５８】
　図１０は、本発明が適用されるノート型パーソナルコンピュータを示す斜視図である。
本適用例に係るノート型パーソナルコンピュータは、本体１２１に、文字等を入力すると
き操作されるキーボード１２２、画像を表示する表示部１２３等を含み、その表示部１２
３として本発明に係る表示装置を用いることにより作製される。
【００５９】
　図１１は、本発明が適用されるビデオカメラを示す斜視図である。本適用例に係るビデ
オカメラは、本体部１３１、前方を向いた側面に被写体撮影用のレンズ１３２、撮影時の
スタート／ストップスイッチ１３３、表示部１３４等を含み、その表示部１３４として本
発明に係る表示装置を用いることにより作製される。
【００６０】
　図１２は、本発明が適用される携帯端末装置、例えば携帯電話機を示す図であり、（Ａ
）は開いた状態での正面図、（Ｂ）はその側面図、（Ｃ）は閉じた状態での正面図、（Ｄ
）は左側面図、（Ｅ）は右側面図、（Ｆ）は上面図、（Ｇ）は下面図である。本適用例に
係る携帯電話機は、上側筐体１４１、下側筐体１４２、連結部（ここではヒンジ部）１４
３、ディスプレイ１４４、サブディスプレイ１４５、ピクチャーライト１４６、カメラ１
４７等を含み、そのディスプレイ１４４やサブディスプレイ１４５として本発明に係る表
示装置を用いることにより作製される。
【実施例】
【００６１】
　上述した本発明の表示装置および比較例の表示装置をそれぞれ次のように作製し、透過
率を測定した。
【００６２】
＜実施例１＞
　図１を用いて説明した第１実施形態と同様の表示装置１ａを作製した。表示画面の垂直
方向ｘに対する偏光板２３の透過軸および配向膜１３の配向方向を３０°の回転角度でず
らした。また、偏光板２３の透過軸および配向膜１３の配向方向に対して画素電極９の長
辺および電極部分９ａの延設方向は、電圧印加時に液晶分子が同一方向に回転する範囲で
略平行とした。
【００６３】
＜実施例２＞
　図４を用いて説明した第３実施形態と同様の表示装置１ｃを作製した。表示画面の垂直
方向ｘに対する偏光板２３の透過軸および配向膜１３の配向方向を３０°の回転角度でず
らした。また、偏光板２３の透過軸および配向膜１３の配向方向に対して画素電極９の長
辺および電極部分９ａの延設方向は、第１の角度θ１の部分と第２の角度θ２の部分とで
、電圧印加時に液晶分子がそれぞれの同一方向に回転する範囲で略平行とした。
【００６４】
＜比較例１＞
　図１４を用いて説明した従来の表示装置を作製した。表示画面の垂直方向に対する偏光
板の透過軸および配向膜の配向方向は平行とした。また、偏光板の透過軸および配向膜の
配向方向に対して画素電極の長辺および電極部分の延設方向は、電圧印加時に液晶分子が
同一方向に回転する範囲で略平行とした。
【００６５】
＜比較例２＞
　比較例１の表示装置において、表示画面の垂直方向に対する偏光板の透過軸および配向
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膜の配向方向のみを３０°の回転角度でずらした。
【００６６】
＜比較例３＞
　図１５を用いて説明した従来の表示装置を作製した。表示画面の垂直方向に対する偏光
板の透過軸および配向膜の配向方向は平行とした。表示画面の垂直方向に対する偏光板の
透過軸および配向膜の配向方向を３０°の回転角度でずらした。また、偏光板の透過軸お
よび配向膜の配向方向に対して画素電極の電極部分の延設方向は、電圧印加時に液晶分子
が同一方向に回転する範囲で略平行とした。ただし、画素電極の長辺は、表示画面の垂直
方向と略平行のままとした。
【００６７】
　以上のようにして作製した各表示装置において白表示の際の透過率を測定した。この結
果を、下記表１に示す。尚、比較例１の透過率を１００％として測定結果を示した。
【００６８】
【表１】

【００６９】
　この表１に示すように、本発明を適用した構成の実施例１，２の表示装置においては、
表示画面に対して偏光板の透過軸を回転させても、表示画面に対して偏光板の透過軸を平
行にしている比較例１と同程度に白表示の際の透過率を良好に保つことができていること
が確認された。また、本発明を適用した構成の実施例１，２の表示装置においては、表示
画面に対して偏光板の透過軸を回転させているため、図１６に示した偏向サングラスを介
して良好に表示を見ることが確認された。
【００７０】
＜実施例３～８＞
　図１を用いて説明した第１実施形態と同様の表示装置１ａにおいて、表示画面の垂直方
向ｘに対する偏光板２３の透過軸および配向膜１３の配向方向を０°～４５°の各回転角
度でずらした。また、偏光板２３の透過軸および配向膜１３の配向方向に対して画素電極
９の長辺および電極部分９ａの延設方向は、電圧印加時に液晶分子が同一方向に回転する
範囲で略平行とした。回転角度は、下記表２に示す通りである。
【００７１】
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【表２】

【００７２】
　以上のようにして作製した各表示装置の表示を、図１６に示した偏向サングラスを介し
て見たところ、回転角度５°以上で良好に表示を見ることが可能であり、回転角度３０°
以上ではさらに良好に表示を見ることが可能であることが確認された。
【図面の簡単な説明】
【００７３】
【図１】第１実施形態の表示装置の構成を説明する模式図である。
【図２】第２実施形態の表示装置の構成を説明する模式図である。
【図３】第２実施形態の表示装置に設ける位相差層の構成を説明する図である。
【図４】第３実施形態の表示装置の構成を説明する模式図である。
【図５】第３実施形態の画素電極の形状を説明する模式図である。
【図６】第４実施形態の表示装置の構成を説明する模式図である。
【図７】第５実施形態の表示装置の構成を説明する模式図である。
【図８】本発明が適用されるテレビを示す斜視図である。
【図９】本発明が適用されるデジタルカメラを示す図であり、（Ａ）は表側から見た斜視
図、（Ｂ）は裏側から見た斜視図である。
【図１０】本発明が適用されるノート型パーソナルコンピュータを示す斜視図である。
【図１１】本発明が適用されるビデオカメラを示す斜視図である。
【図１２】本発明が適用される携帯端末装置、例えば携帯電話機を示す図であり、（Ａ）
は開いた状態での正面図、（Ｂ）はその側面図、（Ｃ）は閉じた状態での正面図、（Ｄ）
は左側面図、（Ｅ）は右側面図、（Ｆ）は上面図、（Ｇ）は下面図である。
【図１３】ＦＦＳモードの液晶表示装置の動作を説明する図である。
【図１４】従来の液晶表示装置の構成例を説明する図である。
【図１５】従来の液晶表示装置の他の構成例を説明する図である。
【図１６】偏向サングラスを示す図である。
【図１７】画素電極とラビング方向および偏光板の透過軸方向との回転角度に対する透過
率を示すグラフである。
【符号の説明】
【００７４】
　１ａ，１ｂ，１ｃ，１ｄ，１ｅ…表示装置、３…駆動基板、５…走査線、７，７’…信
号線、９，９’…画素電極、９ａ，９ａ’…電極部、１７…液晶パネル、２１…偏光板（
出射側）、２３…偏光板（入射側）、２５…λ／２の位相差層、２９…共通電極、２９ａ
…共通電極部、ｍ…液晶分子、Ｔｒ…トランジスタ（スイッチング素子）
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